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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カートリッジ受け具とカートリッジとを備え、
　前記カートリッジは、
　板状をなす基部と、
　前記基部の一方の面に配置され海藻が着生する着生基材と、
を含み、
　前記カートリッジ受け具は、
　海底に配置される被取付物体の外面に設置され、底生生物が住み着くための空隙が形成
されている台部と、
　前記台部の第１の面側に設けられ、前記カートリッジをスライドさせて導入するための
導入部を形成し、前記台部から離反する向きに前記着生基材を向けて前記導入部から導入
されて自重で落とし込まれた前記カートリッジの基部の縁領域をスライド自在に保持する
保持部と、
を含み、
　前記第１の面における前記導入部側の第１の端部と、前記第１の面とは反対側に位置す
る前記台部の第２の面との間には、前記導入部に導入される前記カートリッジを把持する
作業者の手が入り込む作業用領域が確保される、
藻場造成装置。
【請求項２】
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　前記第１の面において前記第１の端部とは反対側に位置する第２の端部が前記第１の端
部よりも前記第２の面に対し近づくよう、前記第１の面が前記第２の面に対し傾斜する、
請求項１記載の藻場造成装置。
【請求項３】
　カートリッジ受け具とカートリッジとを備え、
　前記カートリッジは、
　板状をなす基部と、
　前記基部の一方の面に配置され海藻が着生する着生基材と、
を含み、
　前記カートリッジ受け具は、
　海底に配置される被取付物体の外面に設置され、底生生物が住み着くための空隙が形成
されている台部と、
　前記台部の第１の面側に設けられ、前記カートリッジをスライドさせて導入するための
導入部を形成し、前記台部から離反する向きに前記着生基材を向けて前記導入部から導入
されて自重で落とし込まれた前記カートリッジの基部の縁領域をスライド自在に保持する
保持部と、
を含み、
　前記保持部は、前記台部に対する距離を違えて複数設けられる、
藻場造成装置。
【請求項４】
　前記カートリッジ受け具と前記保持部に保持された前記カートリッジとは、離反しない
よう連結される、
請求項１から３のいずれか一に記載の藻場造成装置。
【請求項５】
　カートリッジ受け具とカートリッジとを備え、
　前記カートリッジは、
　板状をなす基部と、
　前記基部の一方の面に配置され海藻が着生する着生基材と、
を含み、
　前記カートリッジ受け具は、
　海底に配置される被取付物体の外面に設置され、底生生物が住み着くための空隙が形成
されている台部と、
　前記台部の第１の面側に設けられ、前記カートリッジをスライドさせて導入するための
導入部を形成し、前記台部から離反する向きに前記着生基材を向けて前記導入部から導入
されて自重で落とし込まれた前記カートリッジの基部の縁領域をスライド自在に保持する
保持部と、
を含み、
　前記カートリッジは、前記基部及び前記着生基材の少なくとも一方から延びる把手部を
更に含む、
藻場造成装置。
【請求項６】
　前記着生基材は、モルタルで形成される、
請求項１から５のいずれか一に記載の藻場造成装置。
【請求項７】
　前記基部と前記着生基材とは、ボルトナット締結される、
請求項１から６のいずれか一に記載の藻場造成装置。
【請求項８】
　板状をなす基部と、
　前記基部の一方の面に配置され海藻が着生する着生基材と、
を備える、
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請求項１から７のいずれか一に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　海底に配置される被取付物体の外面に設置され、底生生物が住み着くための空隙が形成
されている台部と、
　前記台部の第１の面側に設けられ、板状をなす基部と前記基部の一方の面に配置され海
藻が着生する着生基材とを含むカートリッジをスライドさせて導入するための導入部を形
成し、前記台部から離反する向きに前記着生基材を向けて前記導入部から導入されて自重
で落とし込まれた前記カートリッジの基部の縁領域をスライド自在に保持する保持部とを
含み、
　前記第１の面における前記導入部側の第１の端部と、前記第１の面とは反対側に位置す
る前記台部の第２の面との間には、前記導入部に導入される前記カートリッジを把持する
作業者の手が入り込む作業用領域が確保される、
を備えるカートリッジ受け具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、磯焼けの対策として、ブロックや岩により藻場を新しく造成しようとする場
合や、過去において海藻を繁茂させることを期待して既に海中に設置されていたが何らか
の理由で藻場造成機能が失われたブロックや岩に対して、藻場造成機能を復活させること
を目標に再び藻場を造成させる場合に適用され、海底に設置されたブロックや岩を対象に
、藻場を造成しようとする海域の海底に設置され、藻場を造成しようとする海域の自然環
境特性に適した海藻を繁茂させることができ、取り扱いが容易で、底生生物の定着も期待
できる藻場造成装置、並びに、この藻場造成装置を構成するカートリッジ及びカートリッ
ジ受け具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　海底に広がる藻場は、コンブ、アラメ、カジメ、クロメ、ワカメ、アカモク、ヒジキ、
ホンダワラ、テングサ等の海底に繁茂する海藻が群生することにより形成される。藻場は
、魚介類にとって格好の餌場所、隠れ場、産卵場、仔稚の生育場所となる。また、藻場は
、海中の栄養塩類（窒素やリン等）を吸収したり、光合成をして海中の二酸化炭素を酸素
に変換したりして、海水を浄化する。さらに、藻場は、波浪を軽減する。加えて、藻場は
、海中を泳ぐ魚等の生物のみならず、底生生物（ベントス）の格好の住処となる。
【０００３】
　ところが、近年、海藻を食べて育つ食害生物（例えば、ウニ、ブダイ、アイゴ、イスズ
ミ、サザエ、小型巻貝、アメフラシ等）が、藻場を形成する海藻の葉状部を食べ尽くし、
藻場が消滅したり縮小したりしていることが報告されている。この現象は、“磯焼け”と
呼ばれる。磯焼けは、食害生物による食害のみならず、光不足、高水温、栄養塩不足又は
栄養塩過多等によっても生じる。磯焼けが生じると、藻場に魚介類が集まりにくくなる。
その結果、漁獲量が低下したり、藻場での魚介類の育成に不都合が生じたりする。
【０００４】
　磯焼けの対策には、食害生物を藻場から除去したり、藻場を網で囲う等により食害生物
から藻場を防御したりすることが重要である。また、以前は自然の藻場であった箇所に何
らかの理由で磯焼け現象が発生し、そのため藻場が喪失している箇所が数多くある。その
ような箇所を再び藻場として回復することが極めて重要である。
【０００５】
　また、藻場による上記のような有利な効果に着目し、近年、そもそも藻場が形成されて
いない海域や、漁業関係者にとってアクセスの良い所望の海域に、新たな藻場を造成しよ
うという動きもある。
【０００６】
　藻場の造成を実現する発明の一例は、特許文献１に記載の藻場造成方法及びこれに用い



(4) JP 5442545 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

る海藻種苗取り付け器具である。特許文献１に記載の藻場造成方法は、一例として、以下
の通りである。まず、陸上において、藻礁１に海藻種苗取り付け器具３を構成するベース
部材９，１６，１６ａ，１６ｂを取り付け、藻礁１を藻場造成区画の所定の位置に沈設す
る。また、あらかじめ培養施設にて海藻種苗４を着生させた種苗チップ５をホルダ部材１
３（２０，２０ａ，２０ｂ，２０ｃ）に取り付ける。この種苗チップ５は、厚さ３ｍｍに
形成された塩化ビニール板である。そして、このホルダ部材１３（２０，２０ａ，２０ｂ
，２０ｃ）を潜水作業にて藻礁１に固定した各ベース部材９（１６，１６ａ，１６ｂ）に
取り付ける。このようにして、特許文献１に記載の海藻種苗取り付け器具は、海底に設置
される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－１１０２４５号公報（段落００４８、図１８）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載の海藻種苗取り付け器具では、種苗チップ５は、ベース部材９（１６
，１６ａ，１６ｂ）の底面に対し概ね平行となるようにこのベース部材９（１６，１６ａ
，１６ｂ）に取り付けられる。そして、この海藻種苗取り付け器具では、種苗チップ５を
ベース部材９（１６，１６ａ，１６ｂ）に強固に嵌め込むために、くさび係合したり圧入
したりする構造が採用されている。
【０００９】
　ここで、所望の海域に藻場を造成とする場合、藻場を形成する海藻には、この海域の自
然環境特性に適応したものを用いることが望ましい。この点、特許文献１に記載の海藻種
苗取り付け器具には、あらかじめ培養施設にて培養された海藻種苗４が取り付けられる。
しかしながら、この海藻種苗４は、藻場を造成とする海域の自然環境特性に適応し繁茂で
きるとは限らない。
【００１０】
　また、海底に設置した海藻種苗取り付け器具から海藻種苗４が食べ尽くされてしまう事
態が生じることも考えられる。
【００１１】
　上記の二つの例をはじめとする様々な事情から、ホルダ部材１３（２０，２０ａ，２０
ｂ，２０ｃ）に取り付けられている種苗チップ５を新たなものに交換する作業が必要にな
る場合がある。この場合、ベース部材９（１６，１６ａ，１６ｂ）に対して強固に嵌め込
まれた種苗チップ５は、海中に潜って作業を行う作業者には扱いづらい。
【００１２】
　さらに、特許文献１に記載の海藻種苗取り付け器具は、円柱形状や角丸角柱形状をなす
ベース部材９（１６，１６ａ，１６ｂ）の側面に開口が形成されていない。このため、特
許文献１に記載の海藻種苗取り付け器具が藻場造成面２から立設するよう藻礁１に取り付
けられても、底生生物が住み着くための空隙が形成されない。つまり、特許文献１に記載
の海藻種苗取り付け器具では、底生生物の定着が期待できない。
【００１３】
　本発明は、上記の点を鑑みてなされたものであり、藻場を造成しようとする海域の自然
環境特性に適した海藻を繁茂させることができ、取り扱いが容易で、底生生物の定着も期
待できる藻場造成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の藻場造成装置は、カートリッジ受け具とカートリッジとを備え、前記カートリ
ッジは、板状をなす基部と、前記基部の一方の面に配置され海藻が着生する着生基材と、
を含み、前記カートリッジ受け具は、海底に配置される被取付物体の外面に設置され、底
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生生物が住み着くための空隙が形成されている台部と、前記台部の第１の面側に設けられ
、前記カートリッジをスライドさせて導入するための導入部を形成し、前記台部から離反
する向きに前記着生基材を向けて前記導入部から導入されて自重で落とし込まれた前記カ
ートリッジの基部の縁領域をスライド自在に保持する保持部と、を含み、前記第１の面に
おける前記導入部側の第１の端部と、前記第１の面とは反対側に位置する前記台部の第２
の面との間には、前記導入部に導入される前記カートリッジを把持する作業者の手が入り
込む作業用領域が確保される。
【００１５】
　本発明は、上記の藻場造成装置を構成するカートリッジやカートリッジ受け具について
も規定する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、海藻が繁茂している藻場及びその近傍にカートリッジを放置してこの
カートリッジの着生基材に海藻を着生させ、このカートリッジをカートリッジ受け具に装
着することで、藻場を造成しようとする海域の自然環境特性に適した海藻を繁茂させるこ
とができる。また、カートリッジをスライドさせて保持部に保持させることができ、藻場
造成装置の取り扱いが容易になる。さらに、カートリッジ受け具の台部には空隙が設けら
れていて、藻場造成装置を海底に設置すると底生生物が空隙の内部に定着することも期待
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第一の実施の形態における、ブロックに固定された藻場造成装置の斜視図である
。
【図２】第一の実施の形態における、藻場造成装置の斜視図である。
【図３】第一の実施の形態における、図２とは反対側から見た藻場造成装置の斜視図であ
る。
【図４】第一の実施の形態における、カートリッジを装着する途中の状態の藻場造成装置
の斜視図である。
【図５】第一の実施の形態における、カートリッジ受け具の斜視図である。
【図６】第一の実施の形態における、カートリッジ受け具の側面図である。
【図７】第一の実施の形態における、図６のＡ矢視図である。
【図８】第一の実施の形態における、カートリッジの斜視図である。
【図９】第一の実施の形態における、着生基材の斜視図である。
【図１０】第二の実施の形態における、藻場造成装置の斜視図である。
【図１１】第三の実施の形態における、カートリッジ受け具の斜視図である。
【図１２】第四の実施の形態における、藻場造成装置の斜視図である。
【図１３】藻場造成装置の別の取り付け方を示す説明図である。
【図１４】藻場造成装置の別の取り付け方を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　実施の一形態を、図１ないし図９に基づいて説明する。説明の便宜上、本実施の形態を
第一の実施の形態と呼ぶ。図１は、ブロック３０１に固定された藻場造成装置１０１の斜
視図である。ブロック（被取付物体）３０１は、消波等を目的として、海底ＢＳに配置さ
れるものである。ブロック３０１は、直方体形状の基礎部３０２を有する。基礎部３０２
の中央には、上下方向に貫通する貫通部３０３が設けられる。基礎部３０２の四隅のそれ
ぞれから、上下に延びる八角柱状の脚部３０４が延びる。脚部３０４は、基礎部３０２の
上面３０２ａ及び下面（図示せず）よりも上下方向に突出する。ブロック３０１は、例え
ば、ポーラスコンクリートを用いて形成される。そして、ブロック３０１は、藻場を造成
しようとする所望の海域に、各脚部３０４の下方の端面を海底ＢＳに接しさせて、上面３
０２ａが略水平に向くよう配置される。ブロック３０１は、その自重によって、海流に押
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されても動かない。
【００１９】
　藻場造成装置１０１は、所望の海域に藻場を造成するためのものである。本実施の形態
の藻場造成装置１０１は、平面視で略矩形形状に見える扁平形状をなしている。この藻場
造成装置１０１は、ブロック３０１の上面３０２ａに平置きされて、固定取付された状態
で用いられる。さらに、波あたりの強い海域にブロック３０１が設置される場合、藻場造
成装置１０１は、ブロック３０１における波あたりの弱い側面に取り付けられてもよい。
藻場造成装置１０１からは、藻場を構成する海藻ＳＷが生育する。海藻ＳＷは、海中では
ためいて、魚介類にとって格好の餌場所、隠れ場、産卵場、仔稚の生育場所となる。海藻
ＳＷは、その生育によって、海中の栄養塩類（窒素やリン等）を吸収する。さらに、海藻
ＳＷは、海面から降り注ぐ太陽光を受けて光合成をし、海中の二酸化炭素を酸素に変換し
て、海水の浄化に寄与する。また、海藻ＳＷは、ブロック３０１とともに、波浪の軽減に
寄与する。
【００２０】
　図２は、藻場造成装置１０１の斜視図である。図３は、図２とは反対側から見た藻場造
成装置１０１の斜視図である。藻場造成装置１０１は、カートリッジ受け具１０２と、カ
ートリッジ受け具１０２に着脱自在に取り付けられるカートリッジ１０３とを備える。
【００２１】
　カートリッジ受け具１０２は、台部１０４と、保持部１０５とを備える。保持部１０５
については、図４ないし図７に基づいて後述する。台部１０４は、矩形形状の金属の基礎
板１０６を土台とする。一例として、基礎板１０６は、４０ｃｍ四方の鉄板である。基礎
板１０６には、金属板を鋭角に折り曲げて形成された傾斜部材１０６ａが立設する。ここ
で、傾斜部材１０６ａは、基礎板１０６に直交する直交部１０６ａａと、基礎板１０６に
対し傾斜する傾斜部１０６ａｂとを有する。傾斜部１０６ａｂからは、金属板を断面コ字
形状に折曲加工して形成された複数のフレーム１０６ｂが立設する。フレーム１０６ｂに
おける傾斜部材１０６ａとは反対側の部分には、コ字形状の金属のコ字板１０６ｃが取り
付けられる。基礎板１０６と傾斜部材１０６ａとフレーム１０６ｂとコ字板１０６ｃとは
、溶接等によって連結される。傾斜部材１０６ａとフレーム１０６ｂとコ字板１０６ｃと
の平面視における外形は、一致する。また、傾斜部材１０６ａとフレーム１０６ｂとコ字
板１０６ｃとは、平面視において、基礎板１０６の内側に収まる。
【００２２】
　ここで、コ字板１０６ｃ側におけるフレーム１０６ｂとは反対側の面を、第１の面１０
７ａと呼ぶ。また、基礎板１０６における傾斜部材１０６ａとは反対側の面を、第２の面
１０７ｂ（図６参照）と呼ぶ。また、第１の面１０７ａにおける直交部１０６ａａ側の端
部を、第１の端部１０７ｃと呼ぶ。また、第１の面１０７ａにおける第１の端部１０７ｃ
とは反対側に位置する端部を、第２の端部１０７ｄと呼ぶ。そして、傾斜部材１０６ａに
よって、第１の面１０７ａは、第２の端部１０７ｄが第１の端部１０７ｃよりも第２の面
１０７ｂに対し近づくよう、第２の面１０７ｂに対し傾斜する。
【００２３】
　台部１０４には、基礎板１０６と傾斜部材１０６ａとフレーム１０６ｂとコ字板１０６
ｃの組合せによって、底生生物が住み着くための空隙ＳＰが形成される。空隙ＳＰは、台
部１０４の側部に向けて開口する。
【００２４】
　基礎板１０６の四隅には、ボルト取付孔１０８が設けられる。そして、ボルト（図示せ
ず）をボルト取付孔１０８に貫通し、ブロック３０１（図１参照）の上面３０２ａ（図１
参照）に開口するボルト雌孔（図示せず）にこのボルトを螺合することで、台部１０４は
ブロック３０１の上面３０２ａに固定される。なお、台部１０４の底面に接着剤を塗布し
て、台部１０４をブロック３０１の上面３０２ａに接着して取り付けるようにしてもよい
。
【００２５】
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　図４は、カートリッジ１０３を装着する途中の状態の藻場造成装置１０１の斜視図であ
る。カートリッジ１０３は、板状をなす基部１１０と、着生基材１１１と、固定部材１１
２と、把手部１１３とを備える。
【００２６】
　基部１１０は、略正方形形状の金属板である。一例として、基部１１０は、２５ｃｍ四
方の鉄板である。着生基材１１１は、基部１１０の一方の面に配置される。より詳細には
、着生基材１１１は、基部１１０よりも若干小さい矩形形状をなしている。そして、着生
基材１１１は、基部１１０の一方の面に、基部１１０の一辺側に寄せて、コ字形状の縁領
域１１４を残すように配置される。着生基材１１１には、海藻ＳＷが着生する素材が用い
られる。着生基材１１１の一例は、モルタルである。また、モルタルに数ｃｍ程度の大き
さの自然石を接着させてもよい。ここで、以下に、カートリッジ１０３の作成方法の一例
を示す（図８、図９も参照）。
［１］　基部１１０の中央部に、着生基材１１１の厚さを超えた長さのボルト１５１を溶
接し、ボルト１５１の軸部を基部１１０から突出させておく。
［２］　着生基材１１１の作成時に、あらかじめ、着生基材１１１の中央部にボルト１５
１の貫徹用の穴１５２を作成しておく。
［３］　そのようにして作成した着生基材１１１の穴１５２を、ボルト１５１の軸部に嵌
め込む。
［４］　その後、ナット１５３を、着生基材１１１の上方よりボルト１５１の軸部に取り
付け、ナット１５３を締めつけることにより、着生基材１１１と基部１１０を緊結させる
。
　このような作成方法で極めて簡単にカートリッジ１０３が作成できる。
【００２７】
　固定部材１１２は、着生基材１１１を基部１１０に対して固定する。ここで、固定部材
１１２には、着生基材１１１に着生した海藻ＳＷの生育を妨げないよう、着生基材１１１
の少なくとも一部、望ましくは全部を露出させる形状を有する。固定部材１１２の一例は
、図４に示すような、平面視２５ｃｍ四方で着生基材１１１に覆いかぶさる鉄製の網状の
金属構造物である。また、別の一例として、固定部材１１２は、基部１１０から延び着生
基材１１１の端部に引っ掛かる爪体（図示せず）であってもよい。
【００２８】
　把手部１１３は、基部１１０の側面から延びる。より詳細には、把手部１１３は、基部
１１０における縁領域１１４が設けられていない一辺の側面から延びる。なお、把手部１
１３は、着生基材１１１の側面から延びていてもよい。
【００２９】
　図５は、カートリッジ受け具１０２の斜視図である。図６は、カートリッジ受け具１０
２の側面図である。図７は、図６のＡ矢視図である。なお、図６及び図７では、カートリ
ッジ１０３を二点鎖線で示している。また、説明の便宜上、図７では、基礎板１０６と、
傾斜部材１０６ａの直交部１０６ａａとが省略されている。ここで、図６は、導入部１１
５側を正面とするカートリッジ受け具１０２の右側の側面を示していて、カートリッジ受
け具１０２の左側の側面は図６と対称にあらわれる。
【００３０】
　図４ないし図７を参照する。保持部１０５は、カートリッジ受け具１０２を構成する台
部１０４の第１の面１０７ａ側に設けられる。保持部１０５は、傾斜部材１０６ａの傾斜
部１０６ａｂに対面させて位置付けられたカートリッジ１０３の基部１１０の縁領域１１
４を、スライド自在に保持する。保持部１０５は、カートリッジ１０３を導入するための
導入部１１５を、第１の端部１０７ｃに向けて形成する。そして、保持部１０５は、カー
トリッジ１０３の基部１１０の縁領域１１４を収納する平面視コ字形状の空間を形成する
。この空間は、ガイド空間１１６と、奥側空間１１７とを含むもので、傾斜部材１０６ａ
の傾斜部１０６ａｂとフレーム１０６ｂとコ字板１０６ｃとに囲われて形成される。
【００３１】
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　ガイド空間１１６は、導入部１１５から第２の端部１０７ｄに向けて延びる。ガイド空
間１１６は、導入部１１５から導入されたカートリッジ１０３の基部１１０の縁領域１１
４の両側部分をガイドする。
【００３２】
　奥側空間１１７は、ガイド空間１１６における第２の端部１０７ｄ側に隣接する。奥側
空間１１７には、ガイド空間１１６によってガイドされたカートリッジ１０３の、基部１
１０の縁領域１１４の把手部１１３とは反対側の部分が入り込む。
【００３３】
　カートリッジ１０３は、図４に示すように、台部１０４から離反する向きに着生基材１
１１を向けた状態で導入部１１５から導入され、基部１１０の縁領域１１４を保持部１０
５に規制されて傾斜部材１０６ａに沿って自重で落ち込む。その結果、基部１１０の縁領
域１１４が奥側空間１１７まで入り込み、奥側空間１１７を規定するフレーム１０６ｂ（
図４、図５及び図７において符号「Ｐ」で示す）によって基部１１０が阻止される。これ
により、カートリッジ１０３は、基部１１０を台部１０４に対面させた状態で、保持部１
０５に保持される。保持されたカートリッジ１０３は、ガイド空間１１６に沿ってスライ
ド自在となっている。
【００３４】
　以下、藻場造成装置１０１の使用方法について説明する。図８は、カートリッジ１０３
の斜視図である。図９は、着生基材１１１の斜視図である。なお、図８では、固定部材１
１２の一部が破断されて示されている。まず、カートリッジ１０３の着生基材１１１に海
藻ＳＷを着生させる。これは、これから藻場を造成しようとする海域の近傍に形成されて
いる藻場内に、まだ海藻ＳＷが着生していない状態のカートリッジ１０３（図８）を配置
し、数カ月間、あるいは、それ以上の期間放置しておくことにより実現される。このとき
、カートリッジ１０３は、藻場内のみならず、この藻場の近傍に配置されてもよい。これ
は、藻場を構成する海藻より発生する胞子が、海流により藻場の近傍まで広がることが考
えられるからである。一例として、カートリッジ１０３は、海藻ＳＷの生育時期にあたる
冬から初夏にかけて、藻場及びその近傍に放置される。着生基材１１１に着生した海藻Ｓ
Ｗは、時間の経過とともに生育し、固定部材１１２を通して延びる。放置する期間が短け
れば、カートリッジ１０３から延びる海藻ＳＷの背丈は短く、放置する期間が長くなるに
つれて海藻ＳＷの背丈は長くなって海藻ＳＷそれ自身が新たな胞子を出す、いわゆる「母
藻」となる。
【００３５】
　ここで、カートリッジ１０３に設けられる着生基材１１１は、スリット１１８が形成さ
れていることが望ましい。これは、着生基材１１１に形成されている角部１１９に海藻Ｓ
Ｗやその胞子（図示せず）が着生しやすいという知見を、発明者が経験的に得ていること
による。なお、角部１１９に海藻ＳＷやその胞子（図示せず）が着生しやすい要因の一つ
として、角部１１９が海中で水流や衝突物によって削れ、角部１１９の形状が複雑になり
、海藻ＳＷやその胞子（図示せず）が角部１１９に捕捉されやすくなることが考えられる
。
【００３６】
　図１、図４、図６及び図７を参照する。カートリッジ受け具１０２は、ブロック３０１
の上面３０２ａに取り付けられる。そして、ブロック３０１は、これから藻場を造成しよ
うとする海域に沈められ、海底ＢＳに配置される。そして、作業者は、この海域に潜って
、着生基材１１１に海藻ＳＷやその胞子が着生した状態のカートリッジ１０３を、導入部
１１５からスライドさせて保持部１０５に保持させて、カートリッジ受け具１０２に装着
する。このとき、カートリッジ受け具１０２では、傾斜部材１０６ａの直交部１０６ａａ
によって、基礎板１０６と導入部１１５との間に、作業用領域１２０が確保されている。
作業用領域１２０には、導入部１１５からカートリッジ１０３を導入するためにカートリ
ッジ１０３の把手部１１３を把持する作業者の手１２１が入り込むことができる。このた
め、作業者は、海中に潜った状態で、空間的な余裕を持ってカートリッジ１０３の装着作
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業を行うことができる。ここで、カートリッジ１０３から育つ海藻ＳＷを食害生物による
食害から守るために、作業者は、カートリッジ１０３をカートリッジ受け具１０２に装着
した後に藻場造成装置１０１を網で囲ってもよい。
【００３７】
　本実施の形態では、カートリッジ１０３をこのようにカートリッジ受け具１０２に容易
に装着でき、藻場造成装置１０１の取り扱いが容易である。そして、藻場を造成しようと
する海域の近傍に生息している海藻ＳＷやその胞子をカートリッジ１０３に着生させてカ
ートリッジ受け具１０２に装着でき、この海域の自然環境特性に適した海藻ＳＷを繁茂さ
せることができる。さらに、カートリッジ１０３はカートリッジ受け具１０２に落としこ
んで装着されるため、カートリッジ１０３で生育した海藻ＳＷが枯れたり食害生物に食べ
尽くされたりした場合に、容易に交換できる。加えて、カートリッジ受け具１０２の台部
１０４には空隙ＳＰが設けられているため、藻場造成装置１０１を海底ＢＳに設置すると
、この海域に生息する底生生物が空隙の内部に定着することも期待できる。
【００３８】
　なお、本実施の形態では、カートリッジ受け具１０２を構成する基礎板１０６、傾斜部
材１０６ａ、フレーム１０６ｂ及びコ字板１０６ｃ、並びに、カートリッジ１０３を構成
する基部１１０、固定部材１１２及び把手部１１３が金属で形成される。これらの部材は
、サビの進行を遅くする対策を特段行わなくても良い。というのは、藻場造成装置１０１
は海中に設置されて大気中の酸素に触れる機会が極度に少なく、サビの進行が極度に遅い
からである。ここで、さらなるサビ止めをするために、カートリッジ受け具１０２やカー
トリッジ１０３の金属部分にメッキ加工を施してもよい。
【００３９】
　実施の別の一形態を、図１０に基づいて説明する。説明の便宜上、本実施の形態を第二
の実施の形態と呼ぶ。以下、第一の実施の形態と同じ部分には同一の符号を用い、説明も
省略する。
【００４０】
　図１０は、カートリッジ１０３の斜視図である。本実施の形態では、カートリッジ１０
３に固定部材１１２が設けられていない。また、カートリッジ１０３を構成する基部１１
０は、着生基材１１１と同じ素材で形成されている。そして、カートリッジ１０３を構成
する着生基材１１１に設けられるスリット１１８は、縦横に延びている。
【００４１】
　本実施の形態でも、作業者は、カートリッジ１０３の把手部１１３を持って、このカー
トリッジ１０３をカートリッジ受け具１０２に装着する。本実施の形態の藻場造成装置１
０１でも、第一の実施の形態と同様、藻場を造成しようとする海域の自然環境特性に適し
た海藻ＳＷを繁茂させることができ、取り扱いが容易で、底生生物の定着も期待できる。
【００４２】
　実施の別の一形態を、図１１に基づいて説明する。説明の便宜上、本実施の形態を第三
の実施の形態と呼ぶ。以下、第一の実施の形態や第二の実施の形態と同じ部分には同一の
符号を用い、説明も省略する。
【００４３】
　図１１は、カートリッジ受け具１０２の斜視図である。本実施の形態では、保持部１０
５が、台部１０４に対する距離を違えて複数設けられている。詳細に述べると、本実施の
形態では、台部１０４が、基礎板１０６を土台とし、この基礎板１０６に傾斜部材１０６
ａを立設させ、傾斜部１０６ａｂから、複数のフレーム１０６ｂとコ字形状の金属のコ字
板１０６ｃとからなる組を、複数組積層させて構成される。図１１は、複数のフレーム１
０６ｂとコ字形状の金属のコ字板１０６ｃとからなる組が三組積層されている例を示して
いるが、この例に限られることはない。なお、本実施の形態では、基礎板１０６から最も
離れて位置するコ字板１０６ｃ側に形成されフレーム１０６ｂとは反対側を向く面が、第
１の面１０７ａとなる。
【００４４】
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　本実施の形態の藻場造成装置１０１でも、これまでに述べた実施の形態と同様、藻場を
造成しようとする海域の自然環境特性に適した海藻ＳＷを繁茂させることができ、取り扱
いが容易である。さらに、本実施の形態では、カートリッジ受け具１０２に対して複数組
積層される保持部１０５のうち、任意の所望する保持部１０５にカートリッジ１０３を装
着することができ、カートリッジ１０３と台部１０４との間に空隙を、より大きく確保し
、この空隙に様々な大きさの多種多様の生物が住み着くことが期待できる。
【００４５】
　実施の別の一形態を、図１２に基づいて説明する。説明の便宜上、本実施の形態を第四
の実施の形態と呼ぶ。以下、これまでに述べた実施の形態と同じ部分には同一の符号を用
い、説明も省略する。
【００４６】
　図１２は、藻場造成装置１０１の斜視図である。本実施の形態では、カートリッジ受け
具１０２と保持部１０５に保持されたカートリッジ１０３とが、離反しないよう連結され
る。詳細に述べると、本実施の形態では、カートリッジ受け具１０２の台部１０４の第１
の面１０７ａから、第１のピン体１２２が突出する。また、カートリッジ１０３の着生基
材１１１から、第２のピン体１２３が突出する。そして、第１のピン体１２２からは、ス
プリング１２４が延びる。スプリング１２４の先端には、フック部１２５が設けられる。
【００４７】
　本実施の形態では、導入部１１５からカートリッジ１０３を導入して保持部１０５に保
持させた後に、フック部１２５を第２のピン体１２３に引っ掛けて、スプリング１２４に
よりカートリッジ受け具１０２とカートリッジ１０３とを連結する。
【００４８】
　本実施の形態の藻場造成装置１０１でも、これまでに述べた実施の形態と同様、藻場を
造成しようとする海域の自然環境特性に適した海藻ＳＷを繁茂させることができ、取り扱
いが容易で、底生生物の定着も期待できる。さらに、本実施の形態では、台風等による強
烈な波浪・流れが藻場造成装置１０１を襲っても、スプリング１２４によってカートリッ
ジ受け具１０２とカートリッジ１０３とが離反しなくなる。
【００４９】
　無論、スプリング１２４を第２のピン体１２３から延ばし、フック部１２５を第１のピ
ン体１２２に引っ掛けるようにしてもよい。
【００５０】
　また、各実施の形態で具体的に説明している部分を、他の実施の形態と適宜組み合わせ
ることができるのは、言うまでもない。
【００５１】
　図１３及び図１４は、いずれも、藻場造成装置１０１の別の取り付け方を示す説明図で
ある。これまでに述べた各実施の形態の藻場造成装置１０１は、いずれも、ブロック３０
１の外面における略水平な平坦な領域（例えば、上面３０２ａ）のみならず、曲面を有す
るブロックや表面に複雑な凹凸がある岩盤にも取り付けることができる。その一例として
、図１３には、曲面３０２ｂを有するブロック３１０の外面における曲面３０２ｂに取り
付けられた藻場造成装置１０１が示されている。この場合、ハンマードリル等で曲面３０
２ｂに孔部３０５を形成し、チェーン３０６を取り付けた打ち込みアンカー３０７を孔部
３０５に打ち込んで、チェーン３０６を台部１０４に取り付ける。チェーン３０６は、ボ
ルト取付孔１０８を通しても良いし、台部１０４に溶接して取り付けても良い。なお、チ
ェーン３０６は、台部１０４が動かないように、張力を生じさせる程度に短いことが望ま
しい。ここで、曲面３０２ｂに藻場造成装置１０１を取り付ける場合に重要なことは、導
入部１１５を上方に向けることである。こうすることにより、導入部１１５から導入され
たカートリッジ１０３を、その自重で落ち込ませて、保持部１０５に保持させることがで
きる。このような打ち込みアンカーによる取り付け方法によれば、藻場の造成を期待して
既に設置されているブロックにおいて、なんらかの理由で藻場造成機能が失われた既設の
ブロックや、図１４に示すように、被取付物体としての岩３２０の表面に形成された複雑
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な凹凸面３２０ａに対しても、藻場造成装置１０１を取り付けることができる。なお、こ
のようなことは何らかの理由で藻場造成機能が失われた既設のブロック３０１においても
同じようなことが言える。
【００５２】
　また、これまでに述べた各実施の形態の藻場造成装置１０１を、ブロック３０１，３１
０や岩３２０の外面における傾斜する領域や略鉛直方向に向く領域にも取り付けることが
できる。この場合は、ボルト締結であっても、打ち込みアンカーによる取り付けであって
もよい。
【００５３】
　また、打ち込みアンカーによる取り付け方法によれば、藻場造成装置１０１をブロック
３０１，３１０や岩３２０のみならず、人工リーフの上面や傾斜面、護岸、防波堤の被覆
ブロック等にも取り付けることができる。さらに、藻場造成装置１０１からチェーンを延
出させ、表面に複雑な凹凸がある岩礁等にこのチェーンを巻きつけることで、藻場造成装
置１０１を自然物にも取り付けることができる。
【符号の説明】
【００５４】
　　１０１　　藻場造成装置
　　１０２　　カートリッジ受け具
　　１０３　　カートリッジ
　　１０４　　台部
　　１０５　　保持部
　　１０７ａ　第１の面
　　１０７ｂ　第２の面
　　１０７ｃ　第１の端部
　　１０７ｄ　第２の端部
　　１１０　　基部
　　１１１　　着生基材
　　１１３　　把手部
　　１１４　　縁領域
　　１１５　　導入部
　　１２０　　作業用領域
　　１２１　　作業者の手
　　１５１　　ボルト
　　１５３　　ナット
　　３０１　　ブロック（被取付物体）
　　３０２ａ　上面（被取付物体の外面）
　　３０２ｂ　曲面（被取付物体の外面）
　　３１０　　曲面を有するブロック（被取付物体）
　　３２０　　岩（被取付物体）
　　３２０ａ　凹凸面（被取付物体の外面）
　　ＢＳ　　　海底
　　ＳＰ　　　空隙
　　ＳＷ　　　海藻
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